感染症対策申告書（20221005改訂）
大会・行事実施における感染症対策について下記の通り計画したので、申告いたします。
	申請日
	２０２２年　　　　　月　　　　　　日

	大会名
	

	実施場所
	
	実施日
	

	申請団体
	
	申請責任者
	

	連絡先
	
	メールアドレス
	



１．会場の収容可能人数と参加予定人数について（収容可能人数は制限後の人数とする）
	収容可能人数
	観客席
	名
	試合場
	名

	選手参加予定数
	名
	その他関係者（役員・審判員・指導者）数
	名

	観客
	無観客　　　・　　　制限あり　　・　　制限なし


【有観客の場合】
　・観客席の収容人数は，原則，施設の基準に準ずること。
・会場の元々の収容可能人数は使用施設へ確認してください。

※申し込み後に、収容可能人数　＜　参加人数　だった場合の対応を以下に記述する。
	



※【県柔連主催・後援大会のみ】ライブ配信の希望の有無
	ライブ配信を
	希望する　　　・　　　　希望しない



※観客を入れる場合の感染症対策を以下に具体的に記述する。
	


　
２．会場や共同施設の消毒・清掃の分担と消毒方法について
	施設名
	分担
（主催者 or 施設管理者）
	消毒・清掃方法
（分担が施設管理者の場合は不要）

	柔道場
	
	

	観客席
	
	

	更衣室
	
	

	トイレ
	
	

	
	
	

	
	
	



３．会場への入場時の対策について
入場前の待機時、入場者のチェックシートの確認、検温、必需品の確認方法について具体的に記述する。
	




４．入場後の対策について
[bookmark: _Hlk44060187]入場後の更衣、観客席の配置、選手の計量やウォーミングアップ時の方法について具体的に記述する。
	



５．試合時の対策について
選手待機時の密集対策、試合時の手指消毒方法、選手誘導方法などについて具体的に記述する。
	



６．更衣室における対策について
　選手の滞留防止策や使用制限などについて具体的に記述する。
	



７．会場での飲食について
　役員のみならず選手の飲食場所や方法などについて具体的に記述する。
	[bookmark: _Hlk44062025]



８．試合後の対策について
　清掃や消毒の方法や分担、用品の手配について具体的に記述する。
	[bookmark: _Hlk44060838]



９．試合後に感染が発生した場合の対応について、具体的に記述する。
	



10．対策の周知方法について
これまでの内容を大会関係者（役員、指導者、選手、保護者等）へ事前に周知徹底する方法を具体的に記述する。
	[bookmark: _Hlk44062484]



11．重大事故防止のための事前や当日の対策について、具体的に記述する。
	



12．その他
　大会実施にあたり、その他の対策や懸念事項について自由に記述する。
	



[bookmark: _GoBack]

本申告書は、大会・行事を実施する施設の担当者にもお渡しください。
